
本部 支部・分会 一般職平均 月数
東京北部 アドバンテスト 1,285,834 3.90
愛知地本 川本製作所 1,218,000    3.90

 +5万円
埼玉地本 芝浦電子 1,169,290 3.72
京滋地本 カシフジ 1,100,000 3.51
栃木地本 レオン自動機 1,079,753 3.20
東京西部 リガク 1,075,000 3.13
埼玉地本 自動車精工 1,032,000 3.08
長野地本 前田製作所 1,027,000 3.80
東京西部 超音波工業 1,000,000 3.07
東京東部 大東工業 950,000 2.25
東京北部 東洋精機 935,000 2.62
大阪地本 日立建機ティエラ 930,000 3.25
東京南部 日本ＩＢＭ 926,000 2.06
東京西部 大興電子通信 916,656 2.70
東京南部 キンドリルジャパン 916,000 2.05

JMITU主要企業　支部分会　冬ボーナス回答速報

会社 2022年 2023年
支給額 月数 支給額 月数 増加額

(対前年比)
日本IBM本体 869,000 1.99 926,000 2.06 57,000
キンドリルジャパン本体 869,000 1.99 916,000 2.05 47,000

冬ボーナス　組合推定平均支給額 (会社本体・バンド7以下一般職平均) (円)

注）昨年のかいなに掲載した2022年支給額/月数は、
　　日本IBM本体が792,000円 (2.0ヶ月)、キンドリルジャパン本体が792,000円
　　(2.0ヶ月) ですが、今回のかいな掲載値 (上表) は昨年のかいな掲載値と
　　計算方法が異なります。

物
価
高
騰
が
い
ま
だ
に
収

ま
ら
な
い
中
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

の
23
年
末
一
時
金
闘
争
は
、

11
月
17
日
現
在
、
99
支
部

分
会
が
回
答
を
引
き
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
上
積
み
回

答
を
求
め
て
奮
闘
す
る
支
部

分
会
が
広
が
り
、
上
積
み
回

答
を
引
き
出
し
た
と
こ
ろ
は
、

29
支
部
分
会
に
の
ぼ
り
ま
す
。

左
表
の
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
主
要

企
業
の
支
部
・
分
会
は
90
万

円
を
超
え
る
回
答
を
引
き
出

し
て
お
り
、
昨
年
冬
に
続
き

堅
調
で
す
。
全
体
と
し
て
も

昨
年
冬
の
水
準
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
組

合
員
平
均
（
加
重
平
均
）
は
、

昨
年
の
同
時
期
と
の
比
較
で

プ
ラ
ス
３
万
３
１
９
４
円

（
０
．
１
２
ヶ
月
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

東
京
東
部
で
は
、
大
東
工

業
支
部
が
昨
年
妥
結
を
28
万

円
上
回
る
90
万
円
を
引
き
出

す
も
こ
れ
を
不
満
と
し
、
５

万
円
の
上
積
み
で
95
万
円
と

し
ま
し
た
。
小
坂
研
究
所
支

部
は
３
次
回
答
67
万
円
（
２
．

２
４
ヶ
月
）
を
引
き
出
し
ま

し
た
。

東
京
西
部
で
は
、
超
音
波

工
業
支
部
が
６
万
円
の
上
積

み
で
１
０
０
万
円
の
大
台
に

の
せ
ま
し
た
。

東
京
北
部
で
は
、
文
化
シ

ヤ
ッ
タ
ー
支
部
が
初
回
回
答

74
万
円
（
２
．
６
１
ヶ
月
）

を
不
満
と
し
て
、
一
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
集
め
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行
す
る
な
ど
し
、
０
．
２

９
ヶ
月
上
積
み
の
82
万
６
８

２
円
（
２
．
９
０
ヶ
月
）
を

引
き
出
し
ま
し
た
。
東
洋
精

機
支
部
は
２
次
回
答
93
万
５

千
円
を
引
き
出
し
、
昨
年
妥

結
を
19
万
千
円
上
回
り
ま
し

た
。愛

知
地
本
で
は
、
川
本
製

作
所
支
部
が
３
次
回
答
１
２

１
万
８
千
円
を
引
き
出
し
ま

し
た
。
京
滋
地
本
で
は
、
カ

シ
フ
ジ
支
部
が
２
次
回
答
１

１
０
万
円
を
引
き
出
し
ま
し

た
。
大
阪
地
本
で
は
、
宮
本

製
作
所
支
部
が
昨
年
妥
結
23

万
円
を
大
き
く
上
回
る
初
回

回
答
か
ら
さ
ら
に
上
積
み
を

引
き
出
し
、
３
次
回
答
60
万

円
（
１
．
６
４
ヶ
月
）
と
し

て
い
ま
す
。
兵
庫
地
本
で
は
、

神
港
精
機
支
部
が
４
次
回
答

75
万
円
（
２
．
６
１
ヶ
月
）

ま
で
引
き
出
し
、
昨
年
妥
結

を
16
万
４
千
円
上
回
り
ま
し

た
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
キ
ン
ド
リ
ル
の
状
況

下
表
の
通
り
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
の
組
合
推
定
平
均
支
給
額

は
、
賃
上
げ
日
が
５
月
１
日

の
た
め
、
夏
ボ
ー
ナ
ス
時
と

同
額
の
92
万
６
千
円
（
２
．

０
６
ヶ
月
）
で
、
昨
年
よ
り

５
万
７
千
円
ア
ッ
プ
で
し
た
。

ま
た
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
の
組
合
推
定
平
均
支
給

額
は
、
賃
上
げ
日
が
７
月
１

日
の
た
め
、
夏
ボ
ー
ナ
ス
時

よ
り
１
万
６
千
円
ア
ッ
プ
の

91
万
６
千
円
（
２
．
０
５
ヶ

月
）
で
、
昨
年
よ
り
４
万
７

千
円
ア
ッ
プ
で
し
た
。

昨
年
よ
り
ア
ッ
プ
も
不
十
分

こ
の
よ
う
に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
を
含

め
多
く
の
支
部
分
会
で
回
答

は
昨
年
実
績
を
上
回
っ
て
い

る
も
の
の
要
求
に
届
か
ず
、

物
価
高
騰
を
補
う
に
は
ま
だ

不
十
分
な
水
準
で
す
。

ま
だ
多
く
の
支
部
分
会
が

大
幅
上
積
み
を
求
め
て
闘
争

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org

(1)２０２３年１２月４日 か い な 第２４３６号

真実を伝える
組 合 機 関 紙

J M I T U ( 日 本 金 属 製 造
情 報 通 信 労 働 組 合 )
日 本 ア イ ビ ー エ ム 支 部

東京都港区赤坂2丁目20の6
川瀬ビル5F 〒107-0052
T E L : 0 3 - 3 5 8 3 - 9 0 3 7
F A X : 0 3 - 5 5 6 2 - 0 8 5 3

定価 月 500円

★ 「かいな」記事をWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２３年１２月４日 か い な 第２４３６号(4)

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

ＡＩ不当労働行為事件 12/12(火)13:20 都庁第一庁舎南１階集合

定年後再雇用賃金差別裁判 12/21(木)13:10 東京地裁510号法廷

定年後再雇用不当労行為事件 都労委命令の交付待ち

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
冬
ボ
ー
ナ
ス
回
答
速
報

組
合
員
平
均
、
昨
年
を
３
万
３
１
９
４
円
上
回
る



(3)２０２３年１２月４日 か い な 第２４３６号

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２３年１２月４日 か い な 第２４３６号(2)

国
内
で
は
61
年
ぶ
り
ス
ト

１
９
５
１
年
に
全
三
越
労

組
が
48
時
間
ス
ト
に
突
入
し

た
際
に
は
、
「
三
越
に
は
ス

ト
ラ
イ
キ
も
ご
ざ
い
ま
す
」

と
の
巨
大
な
垂
れ
幕
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。

そ
ご
う
・
西
武
を
め
ぐ
っ

て
は
、
親
会
社
の
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
が
去
年
11
月
、
ア
メ
リ

カ
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
「
フ
ォ
ー

ト
レ
ス
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
・
グ
ル
ー
プ
」
に
売
却
す

る
方
針
を
決
定
。
家
電
量
販

店
大
手
の
「
ヨ
ド
バ
シ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」
が
フ
ァ
ン

ド
と
連
携
し
て
、
旗
艦
店
の

西
武
池
袋
本
店
な
ど
、
首
都

圏
の
店
舗
に
出
店
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

労
働
組
合
に
対
し
て
本
来

の
交
渉
相
手
で
あ
る
そ
ご
う
・

西
武
の
経
営
陣
は
、
詳
し
い

情
報
を
示
さ
ず
、
従
業
員
に

知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
進
ん
で

い
る
こ
と
に
経
営
へ
の
不
信

感
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
労
働
組
合
は
、
交

渉
力
を
高
め
る
た
め
に
ス
ト

ラ
イ
キ
と
い
う
手
段
を
考
え
、

組
合
員
に
対
し
て
、
ス
ト
ラ

イ
キ
権
を
確
立
す
る
た
め
の

投
票
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
大
手
デ
パ
ー
ト
で
は

61
年
ぶ
り
と
な
る
ス
ト
ラ
イ

キ
を
８
月
31
日
行
い
ま
し
た
。

投
資
フ
ァ
ン
ド
は
不
動
産

と
し
て
の
価
値
を
最
大
化
さ

せ
て
、
そ
の
差
益
を
投
資
の

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
テ
ナ

ン
ト
ビ
ル
の
方
が
収
益
が
上

が
る
と
思
わ
れ
れ
ば
、
ど
ん

ど
ん
売
り
場
を
減
ら
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

売
り
場
が
減
れ
ば
雇
用
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
株
主
の
も
と
で
雇
用

の
維
持
と
事
業
の
継
続
が
本

当
に
実
現
さ
れ
る
の
か
、
今

後
の
資
本
の
動
き
を
し
っ
か

り
見
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

海
の
向
こ
う
の
闘
い

ア
メ
リ
カ
の
３
大
自
動
車

企
業
フ
ォ
ー
ド
・
Ｇ
Ｍ
・
ス

テ
ラ
ン
テ
ィ
ス
で
は
、
労
組

が
40
％
の
賃
上
げ
を
求
め
て

ス
ト
権
を
確
立
し
ま
し
た
。

配
送
ド
ラ
イ
バ
ー
を
組
織

す
る
全
米
運
輸
労
組
は
、
ス

ト
を
構
え
、
物
流
大
手
Ｕ
Ｐ

Ｓ
と
の
間
で
、
非
正
規
労
働

者
の
48
％
の
賃
上
げ
で
合
意

し
た
そ
う
で
す
。

10
月
４
日
に
は
米
医
療
保

険
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
大
手

カ
イ
ザ
ー
・
パ
ー
マ
ネ
ン
テ

の
施
設
で
働
く
医
療
従
事
者
、

病
院
や
診
療
所
の
看
護
師
、

医
療
技
術
者
、
支
援
ス
タ
ッ

フ
ら
７
万
５
千
人
が
、
人
手

不
足
解
消
や
賃
上
げ
な
ど
を

求
め
て
３
日
間
の
ス
ト
を
決

行
し
ま
し
た
。

ス
ト
参
加
者
が
所
属
す
る

労
組
の
連
合
は
、
カ
イ
ザ
ー

が
長
ら
く
人
員
の
ひ
っ
迫
に

有
効
な
対
策
を
講
じ
な
か
っ

た
た
め
、
現
場
の
人
々
が
十

分
な
休
養
が
取
れ
ず
、
働
き

に
見
合
っ
た
報
酬
も
得
ら
れ

ず
に
、
患
者
ケ
ア
に
支
障
が

出
て
い
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。

労
働
者
は
、
生
き
る
為
に
、

又
、
理
不
尽
を
許
さ
な
い
た

め
に
立
ち
上
が
り
ま
す
。
労

働
組
合
は
、
資
本
の
横
暴
を

規
制
す
る
社
会
的
な
力
で
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

ス
ト
ラ
イ
キ
と
は

団
体
交
渉
で
要
求
に
そ
っ

た
回
答
を
引
き
出
す
た
め
に

は
、
要
求
の
実
現
に
む
け
て

の
み
ん
な
の
強
い
思
い
を
具

体
的
な
形
に
し
て
経
営
者
に

示
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
さ
ま
ざ
ま
な
闘
争
戦
術
の

な
か
で
も
っ
と
も
基
本
的
な

た
た
か
い
が
ス
ト
ラ
イ
キ
で

す
。ス

ト
ラ
イ
キ
と
は
、
労
働

者
が
団
結
し
て
就
労
を
拒
否

す
る
こ
と
で
す
。
ス
ト
ラ
イ

キ
は
、
労
働
者
が
働
か
な
け

れ
ば
、
企
業
活
動
が
停
止
し

利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
会
社
の
も
っ
と

も
痛
い
と
こ
ろ
を
つ
く
、
要

求
実
現
に
と
っ
て
も
っ
と
も

有
効
な
闘
争
戦
術
で
す
。
ス

ト
ラ
イ
キ
に
入
る
と
、
会
社

の
業
務
命
令
よ
り
労
働
組
合

の
指
令
が
優
先
し
ま
す
。

ス
ト
ラ
イ
キ
の
意
義
は
、

会
社
に
対
す
る
経
済
的
打
撃

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス

ト
ラ
イ
キ
は
、
労
働
者
が
働

か
な
け
れ
ば
企
業
活
動
も
停

止
し
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
も

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
具

体
的
な
形
で
示
す
と
と
も
に
、

要
求
実
現
に
対
す
る
労
働
者

の
切
実
な
思
い
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
た
か
い
で
す
。
と
り

わ
け
、
全
国
の
労
働
組
合
が

決
起
す
る
春
闘
に
お
い
て
、

産
業
別
統
一
闘
争
と
し
て
、

み
ん
な
で
激
励
し
が
ん
ば
る

統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
は
極
め
て

重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま

す
。

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
会社名 事業所名 職 場 名 氏名 電話番号

IBM 箱崎 ＴＳＤＬ．ＩＳＥＬ 大岡 義久 03-3808-5175

Kyndryl 箱崎 サービスエクセレンス 笹目芳太郎 080-5915-6329

IBM 箱崎 ＴＬＳ マルチベンダーサービス 中川 賢 080-5915-6237

IBM 大宮西 ＴＬＳ．ＣＥ 佐久間康晴 080-5915-7817

IBM 大阪 ＴＬＳ 河本 公彦 080-5915-5204

事務所

連絡先

TEL 03-3583-9037(月-金 13-16時) FAX 03-5562-0853

メール kumiai@jmitu-ibm.org http://www.jmitu-ibm.org/

注）上記窓口は事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

法律相談 労働問題・民事一般相談受付（要予約）

東京法律

事務所

弁護士 水口洋介、今泉義竜、本田伊孝 http://tokyolaw.gr.jp/

東京都新宿区四谷1-4 四谷駅前ビル TEL 03-3355-0611(代)

旬報法律

事務所

弁護士 大熊政一、山内一浩、並木陽介、細永貴子 http://junpo.org/

東京都千代田区有楽町1-6-8松井ビル 受付7F TEL 03-3380-5311(代)

桜木町
法律事務所

弁護士 岡田 尚

横浜市中区山下町207-2 関内JSビル6階 TEL 045-212-1503

ほづみ
法律事務所

弁護士 穂積匡史 http://hozumi-shinyuri.jp/ TEL 044-959-3550

川崎市麻生区上麻生1-6-1 かわしん新百合ヶ丘ビル305号

11
月
14
日
夜
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会

「
ジ
ョ
ブ
型
人
事
と
ど
う
た

た
か
う
か
」
を
開
催
し
ま
し

た
。政

府
が
内
閣
府
に
設
置
し

た
「
新
し
い
資
本
主
義
実
現

会
議
」
は
「
構
造
的
賃
上
げ
」

な
ど
を
か
か
げ
る
一
方
で
、

ジ
ョ
ブ
型
人
事
の
導
入
を
含

む
「
三
位
一
体
の
労
働
市
場

改
革
の
指
針
」
を
発
表
し
、

働
き
方
の
改
悪
を
進
め
て
い

ま
す
。

学
習
会
で
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
の
三
木
委
員
長
が
、
ジ
ョ

ブ
型
人
事
制
度
の
問
題
点
を

解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
学
習
会
で
使
用
し
た
資
料

か
ら
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。

成
果
主
義
は
「
賃
金
と
生
活

を
切
り
離
す
」
賃
金
制
度

（
１
）
「
ジ
ョ
ブ
型
人
事
」

と
は
、
本
来
、
「
ジ
ョ
ブ

（
職
務
）
」
に
応
じ
て
賃
金

や
処
遇
を
決
定
す
る
と
い
う

意
味
で
す
が
、
実
態
は
賃
金
・

雇
用
破
壊
の
成
果
主
義
的
な

賃
金
・
人
事
制
度
そ
の
も
の

で
す
。

（
２
）
「
成
果
主
義
」
賃
金

の
本
質
は
「
賃
金
と
生
活
を

切
り
離
す
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ

う
な
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

「
賃
金
は
成
果
・
業
績
で
決

め
る
も
の
」
と
言
っ
て
物
価

高
騰
で
も
賃
上
げ
し
な
い

成
果
主
義
と
は
「
会
社
の

評
価
に
よ
っ
て
個
々
の
労
働

者
の
賃
金
を
決
め
る
」
仕
組

み
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
労

働
者
全
員
を
賃
上
げ
す
る
と

い
う
意
味
で
の
定
期
昇
給
、

物
価
上
昇
に
応
じ
て
賃
金
を

底
上
げ
す
る
と
い
う
意
味
で

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
い
う
考

え
方
は
否
定
さ
れ
ま
す
。
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
は
「
異
常
な
物

価
高
騰
だ
か
ら
労
働
者
全
員

に
一
律
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
」

と
い
う
組
合
の
要
求
に
対
し

て
会
社
は
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
賃
金

は
あ
く
ま
で
一
人
ひ
と
り
の

成
果
に
よ
っ
て
決
め
る
仕
組

み
だ
か
ら
物
価
が
上
が
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
一
律
に
は
賃

上
げ
し
な
い
」
と
応
え
て
い

ま
す
。

会
社
の
評
価
は
恣
意
的
で

基
準
も
あ
い
ま
い

成
果
主
義
で
は
上
司
が
個
々

の
労
働
者
を
評
価
し
賃
金
を

決
め
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の

評
価
の
基
準
が
あ
い
ま
い
で

不
公
正
な
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
会
社
の
都
合
に
よ
っ

て
評
価
の
基
準
が
変
わ
っ
た

り
、
上
司
か
ら
見
え
や
す
い

成
果
に
は
高
い
評
価
が
つ
い

た
り
す
る
一
方
、
目
に
見
え

な
い
努
力
や
成
果
は
無
視
さ

れ
る
な
ど
、
多
く
の
と
こ
ろ

で
評
価
を
め
ぐ
る
不
満
が
吹

き
出
し
て
い
ま
す
。

年
齢
給
や
勤
続
給
な
ど
年
功

に
よ
っ
て
賃
金
が
あ
が
る
仕

組
み
や
住
宅
手
当
・
家
族
手

当
な
ど
が
な
く
な
る

成
果
主
義
賃
金
で
は
年
齢

給
や
勤
続
給
な
ど
年
齢
や
経

験
に
応
じ
て
賃
金
が
あ
が
る

仕
組
み
が
な
く
な
り
ま
す
。

「
定
期
昇
給
」
と
言
っ
て
も
、

年
に
一
回
賃
金
を
見
直
す
だ

け
で
す
（
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
は

賃
金
規
定
か
ら
「
昇
給
」
と

い
う
言
葉
が
「
給
与
調
整
」

に
書
き
換
え
ら
れ
ま
し
た
）
。

実
際
に
は
会
社
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
な
い
限
り
賃
上
げ

は
な
く
な
り
、
低
評
価
の
場

合
は
賃
下
げ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
家
族
手
当
や
住
宅
手

当
な
ど
成
果
・
業
績
と
関
係

な
く
支
払
わ
れ
る
属
人
的
な

手
当
も
廃
止
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

成
果
主
義
は
雇
用
問
題
で

も
あ
る

（
１
）
成
果
主
義
の
問
題
点

は
賃
金
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま

せ
ん
。
成
果
主
義
が
導
入
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
低

評
価
を
受
け
た
労
働
者
に
対

す
る
退
職
強
要
も
頻
繁
に
お

き
る
な
ど
雇
用
の
問
題
と
も

な
り
ま
す
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で

は
、
「
会
社
の
新
陳
代
謝
を

促
す
」
と
い
っ
て
、
「
毎
年
、

会
社
の
評
価
で
下
位
１
０
％

の
労
働
者
を
退
職
さ
せ
る
」

と
い
う
「
ボ
ト
ム
１
０
」
と

い
う
人
事
政
策
を
公
然
と
う

た
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

退
職
強
要
を
制
度
化
し
た

「
Ｐ
Ｉ
Ｐ
（
業
務
改
善
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
」
も
外
資
系
な
ど

を
中
心
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｉ
Ｐ
と
は
、
低
評
価

の
労
働
者
に
対
し
て
、
「
学

び
直
し
（
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
）
」

を
強
要
し
、
そ
れ
で
も
成
果

が
で
な
か
っ
た
と
い
っ
て
退

職
に
追
い
込
む
手
法
で
す
。

成
果
主
義
で
は
企
業
の
将

来
展
望
は
生
ま
れ
な
い

（
１
）
成
果
主
義
が
導
入
さ

れ
る
と
、
経
営
者
は
自
ら
の

経
営
責
任
を
棚
に
あ
げ
て
労

働
者
に
責
任
転
嫁
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
業
績
が
少
し

悪
く
な
る
と
労
働
者
に
責
任

を
転
嫁
す
る
安
易
な
発
想
と

な
り
、
み
ず
か
ら
は
ど
う
や
っ

て
会
社
を
よ
く
す
る
か
考
え

な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
麻
薬
」
に
侵
さ
れ
た
よ
う

に
、
賃
下
げ
と
業
績
悪
化
の

悪
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
賃
金
制
度

も
改
悪
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

（
２
）
成
果
主
義
が
導
入
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
会
社
や

上
司
が
労
働
者
の
生
殺
与
奪

の
力
を
も
つ
よ
う
に
な
り
労

働
者
支
配
が
強
ま
り
ま
す
。

労
働
者
は
会
社
全
体
の
利
益

よ
り
も
自
分
が
ど
う
評
価
さ

れ
る
か
を
優
先
す
る
よ
う
に

な
り
、
業
務
上
の
問
題
点
や

ミ
ス
を
隠
す
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
重
大
な
不

具
合
や
不
良
が
可
視
化
さ
れ

な
い
と
か
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
横
行
す
る
な
ど
、
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

（
３
）
成
果
主
義
が
導
入
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
助
け
合
っ

て
仕
事
を
す
る
気
風
が
薄
れ

ま
す
。
労
働
者
は
分
断
さ
れ
、

力
を
あ
わ
せ
て
仕
事
を
す
る

と
い
う
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
精

神
が
希
薄
に
な
り
ま
す
。
技

術
・
技
能
は
承
継
さ
れ
な
く

な
り
、
み
ん
な
で
知
恵
と
力

を
あ
わ
せ
て
仕
事
を
工
夫
す

る
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
る

た
め
、
「
集
団
知
」
「
経
験

知
」
も
集
積
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
技
術
力
、

開
発
力
も
弱
ま
り
ま
す
。
電

機
を
は
じ
め
日
本
企
業
の
国

際
競
争
力
が
弱
ま
っ
た
の
も
、

成
果
主
義
を
は
じ
め
労
働
者

を
使
い
捨
て
に
す
る
人
事
政

策
の
結
果
と
い
え
ま
す
。

海
の
向
こ
う
は
ス
ト
を
か
ま
え

大
幅
賃
上
げ
実
現

学
習
会
開
催
「
ジ
ョ
ブ
型
人
事
と
ど
う
た
た
か
う
か
」


